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直2嘩

か
つ
て
の
手
賞
沼
は
幾
か
な
氷
と
緑
巳
恵
ま
れ
、
私
た
ち
巳
グ
自
然
の
慈
み
と
や
す
ら
ぎ
z

え
て
く
れ
ま
し
だ
。
し
か
し
、
臨
和
初
年
代
以
降
の
念
惑
な
宅
地
開
発
な
ど
立
よ
り
、
年
々
氷
箆
の

港
湾
ガ
進
み
(
ザ
年
間
尚
之
渡
り
金
闘
で
つ
j
ス
ト
ワ
ン
の
湖
沼
と
な
っ
て
し
ま
い
怒
し
だ
。
圏
や

媛
、
流
域
市
町
で
は
、
浄
侶
対
策
と
し
て
北
千
葉
導
水
事
業
、
流
滋
下
水
道
整
儀
、
ヘ
ド
ロ
の
し
ゅ

ん
せ
つ
、
ホ
テ
イ
戸
オ
イ
の
徳
裁
、
合
併
処
潔
浄
化
纏
設
撃
の
健
議
な
ど
色
々
な
事
業
を
緩
め
て
い

ま
す
が
、
…
度
活
れ
た
氷
鏡
は
な
か
な
か
改
替
し
さ
れ
法
せ
ん
。
手
間
民
沼
夜
慾
れ
い
に
す
る
立
は
、
こ

れ
ら
の
浄
侶
留
学
業
を
推
進
し
て
い
く
と
と
も
に
、
私
だ
ち
一
人
ひ
と
り
ガ
、
家
関
か
ら
諮
れ
た
も
の

を
流
さ
な
い
よ
う
足
気
を
つ
け
、
吋
家
庭
で
で
き
る
浄
化
対
策
L

を
実
議
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

に
よ
る
湖
沼
な
ど
の
汚
れ
が
著
し

い
地
域
は
、
グ
生
活
排
水
対
策
返
点

地
域
。
に
指
定
さ
れ
ま
す
ω

予
税
、
捕
を
拾
え
る
我
孫
子
市

は
、
平
成
AA
年
波
か
ら
指
定
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
生
活
排
水
対
策
に
つ

い
て
の
推
進
計
一
部
を
定
め
、
総
合

的
な
視
野
か
ら
冷
化
対
策
に
取
り

一平成
2
年
に
「
水
質
的
泌
総
止

」
が
改
正
さ
れ
、
今
ま
で
の
版
業

系
排
水
滅
制
に
加
え
、
新
た
に
生

活
排
水
対
策
が
織
り
込
ま
れ
ま
し

の
改
正
に
よ
り
、

く
ん
明
、
い
急
ま
す
。

句蜘醐

(風呂おtt1杯3002として)

汚
濁
の
原
因

排

水

が

錦

川
や
拐
の
汚
れ
は
、

濯
な
ど
の
家
経
排
水
が
主
な
間
体
制
州

と
い
わ
れ
て
い
中
認
す
。
チ
加
及
活
も

例
外
で
は
な
く
、
一
内
閣
の
原
臨
は
、

流
域
6
市
3
軒

1
村
め
村
万
人
を

結
え
る
人
た
ち
の
生
活
排
水
明
、
、

約
8
割
を
お
め
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け

が
、
手
交
沼
の
水
貿
激
化
に
大
き

な
役
割
を
は
た
し
ま
す
む

』
司
挙
制
胤
潟
流
域
で
お
さ
れ
る
汚
れ

(
C
0
0
〉
の
議
会
(
平
成
先
年
液
)

に
よ
る
汚
れ
の
約
3
割
を
減
少
さ

せ
る
こ
と
が
で
然
、
ま
す
。

家
庭
で
で
き
る
勲
化
対
策
を
、

あ
な
た
も
A
7
5
か
ら
や
っ

。
流
し
は
は
、
ろ
紙
裁
を
つ
け
た

…
一
…
角
コ
ー
ナ
ー
宏
被
冬
、
粗
削
理
ク

ズ
な
ど
は
こ
れ
に
入
れ
渓
し
よ
う
0

0
食
械
や
鱗
な
ど
の
一
部
や
汚
札
は
、

紙
で
ふ
い
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う
お

。
使
え
な
く
な
っ
た
油
な
ど
辻
、

流
し
に
流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ、っ。

は
伶
り
過
ぎ
る
こ
と
な

く
、
識
さ
な
い
キ
つ
に
心
ま
し
ょ
う
0

0
洗
剤
は
、
お
け
ん
を
適
正
最
使

環
境
庁
長
官
手
賀
沼
を
視
察

1
月
旧
日
中
村
正
一
一
一
郎
環
税
庁

長
官
が
市
役
一
訪
れ
、
遊
歩
道
か
ら

子
資
沼
を
説
黙
し
涼
し
た
。
(
写
真
)

長
官
は
「
沼
の
仰
れ
会
中
世
惑

し
、
今
後
も
地
元
と
協
力
し
て

静
化
心
向
け
努
力
し
て
い
き
た

い
」
ど
錯
し
て
い
ま
し
た
。

水
の
鯨
で
行
わ
れ
た
歓
迎

式
典
で
辻
、
間
関
知
事
が
北

子
議
導
水
事
業
の
早
鶏
兜
成

等
静
化
心
向
け
6
壌
尽
を
陳

情
。
大
井
市
授
は
地
一
沼
市
町

を
代
表
し
て
、
伊
予
資
沼
の
現

状
な
ど
を
説
明
し
中
ぶ
し
た
。

330杯

川一

10キ不

4砂7杯

…弓

司

|みそLM⑥
!米めと三号i

い
ま
し
ょ
う
。

紛
沈
で
ん
槽
を
設
け
、
州
側
溝
も
あ

わ
せ
て
定
期
的
に
清
掃
し
ま
し
ょ

、っ。。
ゅ
佑
植
は
、

し
ょ
、
っ
。

廷
し
く
管
理
し
ま

市

で

は

、

の

自

然

の

す

ば
ら
し
さ
8

を
再
発
見
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
小
学
生
を
対
象
と
し

た
体
殺
事
閣
の
「
船
上
見
学
会
い
や

「
手
賀
、
出
ふ
れ
あ
い
出
織
」
、
「
予

仰
は
活
断
化
を
考
え
る
市
民
講
座
」

な
ど
そ
行
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
お
気
軽
に
参
加
し

て
浄
佑
の
総
合
広
げ
て
い
き
ま
し

ト品、「ノ。

鱗器盟

ハえ

ア
オ
コ
田
故

シ
ス
テ
ム
の

行
記
擦
を
中
心
に
発
生
す
る
大
放

の
ア
オ
コ
は
、

Amy
や
ヂ
佼
沼
の
代

名
問
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
沿
岸

で
は
、
締
結
サ
め
よ
う
に
た
く
さ
ん

の
ア
オ
コ
が
鵜
敗
し
て
、
水
賓
の

汚
潟
だ
け
で
な
く
、
そ
の
悪
臭
が

鑓
辺
の
人
々
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
で
は
平
成
4
年

度
か
ら
、
集
中
的
、
効
率
的
ロ
ア
オ

コ
回
収
が
で
怒
る
移
動
型
(
率
搭

載
)
の
浄
化
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に

導
入
し
、
こ
れ
ま
で
の
み
ず
ム

し
珍
な
ど
と
と
も
に
、
手
錠
叩

浄
佑
心
役
立
て
て
い
き
ま
す
。

これからの健康づくりはあなたが主役

2男封筒(土)、 3男1日(臼)

保健センター(午前l0a寺~午後4時)

砂テーマ

炉問 寺霊

砂場所

第

8
日
出
儲
牒
ま
つ
り
を
泊
旅
鍵

セ
ン
タ
で
行
い
中
立
縫
農

相
談
や
健
操
チ
エ
ツコ
ナ
!
そ

た
く
さ
ん
摺
怒
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
お
幼
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

イ

ン

z
-
2
月
臼

岱
体
力
潜
定
(
午
前
山
時
i
午

後
3
侍
)
体
育
指
mw良
心
よ
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
兼
ね
た

体
力
測
定
で
す
。
(
参
加
自
由
)

極
3
R
1
5
(口
M
〉

。
講
演
会
(
午
後
1
時
1

3
締
)

刊
が
ん
と
生
き
る
』
緋
鱗
i
ワ

ッ
ト
除
子
氏
(
乳
が
ん
体
験
翁

「

あ

け

ぼ

会

髭

)

ガ

シ

ャ

手

災
沼
で
最
初
に
発
見
怒

れ
た
水
草
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
Q

か
つ
て
は
、
畑

の
思
料
に
す
る
ほ
ど
生

え
て
い
ま
し
た
が
、
総

。
人
鮮
側
制
(
午
前
日
時
i
正
午
)

郎
桃
子
で
織
し
め
ま
す
。

m
日・

1
日
の
コ
ー
ナ
ー

。
盟
締
の
鑓
療
報
談

。
認
の
コ

i
ナ
i

歯
ぞ
う
の

う
ろ
う
の
チ
ュ
ッ
タ
(
サ
リ
パ

ス
タ
i
テ

ス

ト

)

が

き

ト

。
薬
の
コ

i
ナ
i

楽
に
間
的
す

る
棺
談
や
憾
般
消
の
試
飲

。
銭
藤
チ
ェ
ッ
ク
コ

i
ナ
I

身
体
制
定
、
握
力
、
出
品
庄
、
腕
市

放
、
札
が
ん
自
己
検
診
法
な
ど

@
鐘
康
体
機
コ

i
ナ
i

り
鰻
鶏
体
操
、

総
介
。
椴
欝
柑
説

み
そ
一
け
の
塩
分

こ
と
て
が

。
福
祉
・
介
護
柑
絞

め
の
展
治
や
看
識
の
抑
制
緩

こ
の
ほ
か
、
試
食
コ
ー
ナ
ー

な
ど
湘
し
い
コ

i
ナ
i
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ
係
機
セ
ン
タ

!
怨
(
計

)
1
1
3
1

和
日
年
頃
令
域
に
そ
の
姿
を
消
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
平
成
会
年
波
浅
然

報
境
鱗
濯
の
際
、
沼
近
く
の
氷
た

ま
り
で
偶
然
姥
見
さ
れ
ま
し
た
の

手
資
制
と
そ
の
潟
辺
に
は
、
こ

う
い
っ
た
た
く
さ

ん
の
水
球
め
磯
子

た
ち
が
絞
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、

水
が
き
れ
い
に
な

る
の
そ
ま
だ
か
、

ま
だ
か
と
持
っ
て

い
る
の
で
す
α

明

w

の
広
報
紙
は
再
金
繰
を
使
用
し
て
い
ま
す

間
川 ズナfえ支すゑ色機イ史率五|え基 のまι家公、、、.，...下
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我張子Fち蟻員の給与等の実態を市民のみなさんにご理解し¥tさだくため、そのあらまし後
次のとおりお知らせします。市臓員の給与は、「地方自治法J、「飽15公務員法.J1.こ基づいて
鍛定しだ「我孫子市一般職の臓箆の給与に関する条腕J や「我孫子市特期織の総与等!こ関

する条例J およびその他の給与条部・線開によって支絡dれています。なさき、給料、手当
の額!こついては、識と出較するだめ改正前のものです。 同人事課=

。人件費{平成2年皮替滋余計決算) 人件費8には終lJlj~設に支給される給料、報酬を含みます。

る
数
一
人

f
氏一

7

9

9
8
い
い
こ
っ
“
市
i

h

特例一ーー

に
号
一
い
お
勾

計
品
一
宇
i
m中

会
イ
リ
一
孫
市

通
i
一
我
明
日

即
日
職
一
率
一
%

費
一
体??…
人
一

EU.

み

一

お

の長一
統
一

276.705 

内

355，850 45員長5か月;

263， 949 総量生紡為R

47歳3か月|

245，328 

I'l! 

280，800 266，200 

。職員の初恋鎗
(王子成3王手品月18

学校卒業後、直ちに

採用された者の初任給

と、その後引き続き 2

王手間勤務したときの給

料月額

130，800陣 143，100円

157，3鈴fIl 169，8∞丹

125，600丹117，300丹

154，355円

124，997向

。職簡の学箆別、経験年数創平均鎗料月額(玉川3Jf.4Hl伝説殺)

199， 600円 235，580丹 290，0∞汚

l 潟問校卒 i郎
A絞書験金芸匁手委数支と:は立、学校卒業後事まちにmに採用され、引き絞き勤務している務会にはま菜J'fH去の年数をいい、総劇的に民
!日j望美ミ事のある場合にはそのJUJWJを後:¥'):し、 t菜浴後の王手数に1m:¥'):した王手数をいいます。

φ…般行政鶏の毅別職員数の状況(平成3料れ日現在)
区分 I1 級 I2 級 I3 級! 4 

偲敢闘閥均容(主2附 i決が i主任主事 j主
23 人I

人 人; 人
118人 23 人I

人

奪還 呉 数 97 155 106 35 

I f持
% 。% 。ノ〆。 % % 前%i 手4

)jX: 比 ふo 16.7 26.7 18.2 20.3 4.0 6.0 

l午前17)
w岬%。 e/a1J 0 % % の〆/を， % %i ラ4

糸タ
総/，注 i七

4.2 18.7 33.2 10.5 20.2 3.3 6.1 3.8 

考 5年同十jljめ % 。% % % % 

構成上ヒ
62.8 23.1 7.2 2.3 100 

A誌を災委主{土、我事長子?おの鈴与条例に基づく高金約炎め紋区分によるものぞ為り、総司主的な級務内容はそれぞれの級に滋
決する代表的な殺名℃令。

一 一一一一 一

， 

一一、=
@職員手当機釦こ支給怒れる主な殺気刊の内容{平成3判月 l悶現を}

。義己11持母音

。哲三f馬表以外の扶養緩事実

2人まで 、 1人弘500JIl

3人おから 1人 1，のOJIl

0配偶者のない殺到の紋~親族

1人10，500向

G創立毒殺
。義己偽物J;J外の扶養主主主主

2人まで 1人弘500内

3人nから 1入 1，0告OP1

O配偶者ーのない戦災の扶養絞主主
1人10，50OPl

0王寺子・父子家民主の主主後綴u笑
1人16，000円

。f吉宮誌の場合{家父10，∞9円を紛える場

合にP見る}

家賃め綴iこ応じて24，000内を限度に文

給

O銭2努め場合

。借家の場合(君主焚11，000河を超える場

合に限る)

君主ttの綴iこ応じて23，00OPJを限度に支

給

O隙埼2め毛藷令
1，草寺舎内 {新築取得後5王手普段，500内)長):'1苦楽 5，500肉

2，500汚

。電車・パスをきミ'LE話する場合 。官~J'I1. .ぴスを手IJfflずる場合

定期代30，00寺内までは全額支給。それ 定期代30，OOOF号までは会事費支給。それ

を怒える部分i立、連盟える額17)土手重要支給 を緩える若草分;土、忽える護員の学草案支給

(5，000P"lを限度) (5，000F守を限度)

。霊長F詩怒号事を利用する場合 0:1表F義主襲名手を利用する場合
i透裏金際機宅事に応じてふ4001弓-18，950 i透撃を路線絡に応じて2，00舎内-14，600

内を3主総 月を支給

(平成 2~手Z童文章会3際会} {平成2年度支給調際会}

軍主主主主F~告 ;総ヨ長手議 筆者勉手当

8月j場 1.6 J守分 0.6月分 6 flllil 1.6月分 0.6J'1分

12J'11綴 2.0月分 ゑ6J守分 121i綴 2.0月分 0.61i分

3JH羽 0.55月分 3fl葉書 0.55月分

音十 4.15fl分 1.2fl分 苦f 4.15月分 1.2月分

署前上司段階、糊め鱗;:よる機器霊 司守 機11">li帯、輯務的糊による謝霧器護 有

(支給率) EきB総合 勧奨・ 2在学 {支給率) EI己務会 勧奨・定年

罰百絞 20王手 22.20月分 36. 883J守分 続11竣20王手 21. 0月分 28.875月分 ; 

草書絞25王手 34.25Jlづ士 47.516Jl分 動絞25玉手 33.75月分 44.55 J'l分

動車交35若手 50.166月分 67.233月分 主1)絞35王手 47.5月分 62.7 }守分

費量il$1¥誕祭主署員 60.00月分 67.233月分 淡路段段級 60.0月分 62.7 汚分

i人きたり丹平均支給額 8，253千円 17.165千円

職員全体に占める手当支給滅主主の割合

支給対象職災 1人当たり平均支給年領

当
4
f
d
 

の 種類(手当数〉

支給額の多い手当
グ〉

名 私、 多くの機長に支給

されている手当

57，959丹

25 

夜間勤務手当、紛争静作総
守主主語、級事苦手当、主主術戦災
そ予さ詰

夜間護専務守主ぎ話、 j背矯作業
手当、保管手主皆、税務手
当、技術撃を照子滋

支給総額

職員 1人当たり支給年額

支給総額

職気 1人当たり支給年額

内
一
同
一
円
一
向

子
一
千
一
千
一
千

0
5
-
z
d
-
o
d
目

0
6

A
H
V
-
a
巷

m
o
o
m
m
i

-A
一
守
ω
一
今
ゐ

ω

今
G

Q

u

o

d

叩

2

拠
与
一

。
，
“
今
F
M

。特期務@報酬等の状涜

効 役 71 0， 000円

6 4号， 0 0 0円収入役・教育長

6fl期 2.2月分

12月期 2.6 fl分

3月期 O.55fl分



(3)特急2.2. 16 説~~ょ 第823器

みんな すめ 福祉

まちは、子供や高齢者、障害のある人ない人も、すべての人たちが

利用しやすい社会生活の場でなければなりません。

これまでのまちづくりは、便利さや機能性などが追求され、ハン

イキャッブを持つ人たちへの記慮がおれら札がちの傾向にあ与ました。

これからは、ハンディキャップを持つ人たちも安心してまちに出ら

れるように、福祉の観点からのまちづくちをみんなで進めていく必要

があります。

市では、捧害者や高齢者などハンディキャッア。を持つ人たちも、シ

ョッピングや散歩、友人を訪ねるといった当たり前の日常生活を安心

して送ることができ、誰もが住み良く行動しやすいまちづくりをめざ

して「我孫子市福祉のまちづくりのための都市環域整備指針J を制定

し、平成2年 4月から実施しています。

この指針の対象となる施設は右表のとおりですが、整錆・改善して

いただく所のポイントについては4揺をご覧ください。これら謹設の

新築、増築、修繕などを許雷される場合辻、計酪段摺で轄害福社課に

事訴の協議会お穎いいたします。

福祉のまちづくりに、皆さんのご理解とご協力をお顕いいたします。

みんなでもっと穣礎的に欝をかけてみませんカソ
聞の不自由広人に

-ニとばは関の見える人から

先にかけましょう。次に援

手をしてください。

・3長持9"る襲警は、 出い杖のffi.

対織にrr.って壌を貸し、 g

の不滋出な人のとド歩前そ歩

きましょう。自い校は13の

不鼠鹿な人の怠です。杖を

持つ字毎つかんだり、引い

たりすることは厳禁です0

・突出している様識等はぶつ

かるニとが多く危験です。

注意してあげましょう。

耳の不自自な人!こ

-耳の不自滋な人に話しかけ

る時は、正言語にまわって、

顔を晃会せます。~は大き

く繋いて、わかり

語を i小節ごとに芸切って、

ゆっくり話してください。

・歩道のない道路を…絡に歩

く詩は、後ろからく

音が聞こえないので耳の聞

こえる人が車道側令歩くよ

うにします。

・笹報器・ブザーの音は聞こ

えません。 i主意してあげて

ください。

手足の不自由な人iこ

-手足の不自Eおな人は重いド

アカ苦手です。r:アの開閉

は手伝ってあiずましょうo

e援カ等が慈し片手だけの

操作しかできない入も多い

のです。手イ去ってください0

・足の不自由な人は詣段や乗

物の昇り降りが大変です。

荷物を持ってあげたり、手

1a-貸したりしてください。

・挟いところでは撒作や回転

が罷難な場合が多いのです。

してあげてください。

r福祉のまちづくりJ
のための対象施設

1 .詰箆語、スーパーマーケット、その地小

亮業ヨラよび殻食業を舎むj苫舗で、

績が500平方メートルを越えるもの。

2.劇場、集会所、映画盤、演芸場、公余堂、

膿涼場、展覧会場、体育施設、レクリエ

…シ沼ン施設、結婚式場、会館、遊技場

3.病腕、臨焼、診療所

4.ホテル、旅館、民宿

6.銀好、郵便第、{喜男組合、信沼会露、

6.結稚盤、保湾所、学校、専門学校、

謡、博物語、美徳鑓

7.動物盟、種物箆

8.災通機関立〉駅禽x 停留所および衆揚

9.臨まだは公共団体が建築する施設

10.灘路、公闘および公衆便所

11.その他市長が必要と認めるもの

間諜シンボルマーク

このマーク話、藤審議が安心してお

掲できる建鴇・議設z"あることを現議

iこ示す全世界共通のシンボルマ…クと

して、 1969年臨際障害者リ八どリテー

ション協会u 一一一…
よってt澗売されたものです。
市では都市環境整備指針にもとづ皆、

一定の整嬬在していただいた礎物など

についてはこのシンポiレマーク設資付

レています。

我孫子市播祉部擁護審議祉課

程<.0471(85) 11 11 1得報376へ
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Z議イスでも遜行できるように道路から施設の室関iこいだる渓議イス械渇している人のや!こは、購読8分で遂強制;霊童い伸機関leI:簿容のある人情焼香巳は苦手なものですJ
で段幾をなくレでください。スロープ定併設するのも震いで E る方、多くいきます。等鰐の駐車場を建物の出入自近くに設け重 苦費支芝、お滋互支のド-pや窓際鱈君主のドタは包の不自窃な人!とほ
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りそ殺議してください。途。υ輔がある場合はキャスター配ペイント尉轄を標示してくださ仇 :の碍おな人的安全ですし、議イスでも便利ですe

や杖ガヲ獲さぎないよう配慮してください。

//脂防シ
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量出入旬、遠路、港段、便所、部豪雪撃の佼緩11自のコド怠おな入車位置を怨くさ愛蜜しだ穏話機を設けてください。筏覚際事業者間
I Iと点雪解でわかるよう!こしてください。 2また、漢字巴ルどをふ!ダイヤルや癒焚襲撃審議潟務嚢滋鑓襲撃後算付17友電話機もF題意

2ったり、高鈴苦言!こ見やすいように文学を大宮きくしたり、外E!il 1 してください。
2の人!こも理解できるよう!こ爽ききやマークの併用もよいでしょ

う。

建設主事や廊下の段差は翠イスの人や廷の不自El3な入、おの不8
El3tc主人!ことこって大変不便です。段差者をなくレ、滑り!こくし¥，I5j'C
卒者!こ住之げてください。また、手すり、キックプレート夜殺
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とってください。

事』日号P

護憲還のカウンターのほか!こ、~イスの人ガ李u用でききる力ウン

ターも設けてください。このとき室、獲イスの人の?ひさざガカウ

ンタ…の台の下!こはいるような配慮をしてくださいφ

酬値酬

S

E

E

-

-

5

2

5

2

E

E

E

E
重
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量
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量
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書

ゑ主主{猿叙の緩段!ま大変危撲です。できるだけ緩やかで、すべ

りなくくし、手すりを設けてください。 包の不怠密主主人のた

めに繕段の務!とleI:点字ブロックを敷設してください。

自

臨機構際協;汐恒三I
霊祭イスの入、足立iフガをした入、高齢者、署長ぢゃんを抱いて

いるあ包容んなどは鐙設の昇り怒りガ大変です。だとえ2階

1:もエレベーターガあると、とても霊きかります。ヱレベータ

…i法、葱イスの人も使えるようにお入り己匁近iこ殺事撃し、緩
い漆搾盤、空手すり、韓狩戸庁、昨塀判明暗約草神
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E 
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わたしたちめまち

露号事守宅設泊陽園

泌
総
間
民
は
、

守
ろ
う
と
立
ょ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
α

各
自
の
仕
事
そ
持
や
り
な
が
ら

必
要
の
郡
波
情
防
活
動
を
行
い
渓

す
。
活
動
内
容
は
火
災
だ
け
で
な

く
、
地
一
辺
、
風
水
害
な
ど
で
活
脱
す

る
ほ
か
、
地
域
の
催
し
の
終
成
に

も
あ
た
っ
て
く
れ
ま
す
。

市
内
の
認
歳
以
ょ
の
お
子
で
、

入
間
精
製
品
制
は
ご
連
絡
く
だ
押
ぜ
い
。

V
持
議
申
出
動
手
当
や
報
織
の

文
絵
本
公
務
中
の
ケ
が
の
総
部
*

退
居
時
め
川
階
級
報
償
金
の
立
船
*

菌
、
県
、
市
め
ん
役
将
制
度
本
団
長
交

流
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
築
総
本

無
料
総
縦
捻
断
の
実
施

V
連
絡
先
消
訪
本
部
糊
常
務
能
敵
性

防

係

位

。

1
1
9

融

ぬ

母

瞬

間

時

〈
防
火
の
チ
ぷ
ツ
ク
ポ
イ
ン
ト
〉

設
筑
が
乾
燥
し
、
火
災
の
経
こ

り
や
す
い
臼
が
続
い
て
い
ま
す
。

火
災
の
ほ
と
ん
ど
は
ち
ょ
っ
と
し

た
気
の
ゆ
る
み
や
不
注
意
か
ら
結

っ
て
い
ま
す
。
「
火
念
出
さ
な
い
」

の
心
掛
え
と
と
も
に
、
も
う
1
成

家
躍
の
火
気
の
取
扱
い
方
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

や
ス
ト

i
ブ
拭
火
を
つ
け
た
ま
ま

移
動
し
た
り
給
油
を
し
な
い
。

ゐ
・
お
問
料
品
を
わ
か
す
時
は
窓
だ
き

ゐ
・
電
気
器
具
織
は
た
こ
足
配
綿
し

な
い
。
使
用
後
は
プ
ラ
グ
そ
抜
く
。

量
帯
ガ
ス
線
終
期
は
ガ
ス
漏
れ
の
チ

ヰ
ツ
ク
。
使
用
後
は
必
ず
一
万
栓
を

閉
め
る
。
(
消
妨
本
部
予
防
課
)

「
J
C
科

し

芭
ら

ニ
く

ミ
「
し

日
常
生
活
を
見
開
削
し
て

み
る
と
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
」
「
会

対
権
総
約
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
挺

約
が
増
え
て
い
ま
ナ
。
そ
れ
に
伴

っ
て
、
契
約
に
か
ら
む
梢
山
口
者
被

害
や
ト
ラ
ブ
ル
も
多
発
し
て
い
ま

す
。
契
約
と
い
う
と
離
し
い
こ
と

の
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
ん
持
口
め

生
活
を
送
る
う
え
で
、
本
だ
ち
日
同

知
ら
ず
紛
ら
ず
の
う
ち
に
さ
渓
ぢ

ま
な
契
約
ど
か
か
わ
っ
て
い
ま

消
費
者
畿
勢
の
中
に
は
、
業
者

の
紛
鴻
を
は
っ
き
り
と
断
ら
な
い

で
い
た
ら
「
コ
ン
ビ
子
i
タ

i
に

入
力
し
て
し
ま
っ
た
。
い
ま
さ
ら

や
め
ら
れ
な
い
」
な
ど
と
代
金
の

繍
求
を
さ
れ
た
り
、
滋
話
で
の
セ

!
ル
ス
そ
断
る
つ
も
り
で
「
結
構

で
す
」
っ
た
ら
「
挺
約
を
し

た和リ 号どるか賀 がな すた強う思ニ 轟与語t i 
いき沃 i今 c'方。が-，成がまかちつなうと 曜講調F
みダ年もが場惑トつらだらにで自んを 盤I11III1&
い I20ゃい所いンて、、」。とい然でし 量調樹齢 ? 
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い、年長ば貸らがるン滋 てとぷぎがく ~.ι! 
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1m盟

「
身
近
な
お
を
じ
っ
く
り
兇
て

い
る
の
は
楽
し
い
も
の
で
す
」
と

自
宅
の
繰
の
エ
サ
場
に
集
ま
る
野

鳥
た
ち
を
見
る

g
が
縦
し
い
。

「
我
孫
子
野
お
そ
ん
マ
っ
た
。
っ
て

る
会
」
の

お
に
興
味
を
持
ち
、

日
年
に
な
る
。
昭
和
位
年
3
月
ま

で
の
幼
年
間
続
い
た
広
報
中
ン
リ

!
ズ
グ
我
部
予
の
野
鳥
。
で
は
ヰ
誌

を
提
供
。
カ
メ
ラ
を
手
に
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
も
、
お
に
興
味
を

持
っ
て
か
ら
。
今
で
培
、
殺
る
物
や

食
器
類
な
ど
鳥
の
絵
柄
の
付
い
た

も
の
に
目
が
い
っ
て
し
ま
、
つ
ほ
ど

の
お
貯
診
に
。

「
先
呂
、
会
で
手
交
沼
の
カ
そ
の

カ
ウ
ン
ト
調
査
を
し
た
ん
で
令
。

(5) 1992. 2. 16 

事あ
ま
り
多
く
な
い
っ
て
い
た

ん
で
す
が

2
4
0
0
羽
ほ
ど
カ
ウ

ン
ト
で
き
」
ま
し
た
。
端
境
が
よ
く

な
れ
ば
、
ぬ
の
数
も
も
っ
と
増
え

る
と
思
い
ま
す
」
と
社
会
問
題
に
'

も
な
っ
て
い
る
環
境
に
つ
い
て
、

烏
を
過
し
て
鰐
か
で
き
れ
ば
と
話

的
年
四
月

1
臼
に
行
わ
れ
た
チ

佼
沼
ふ
れ
あ
い
摺
織
に
は
、
会
で

も
税
額
約
に
協
力
。
手
交
諮
問
周
辺

に
捨
て
ら
れ
た
設
診
知
や
空
き
ピ

ン
な
ど
会
拾
い
集
め
た
。

「
か
な
り
多
く
の
ゴ
ミ
が
集
ま

り
演
し
た
。
自
分
で
出
し
た
ブ
ミ

は
自
分
で
持
っ
て
探
る
と
い
っ
た

ん

じ

た

さ

時
ど
稼

を
h

m

)

鳥

鉛

帰

野

3
ら
尋
三

記む-守

山

糾

の

木

でま

た
」
と
掲
げ
足
台
数
ら
れ
る
ケ

i

ス
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ニ
め
よ

う
な
ケ

i
ス
で
は
、
消
資
者
に
梨

約
す
る
つ
も
り
は
な
く
、
議
品
備
の

勧
誘
は
承
賎
し
た
わ
汁
で
は
な
い

の
で
、
挺
約
は
成
立
し
て
い
ま
せ

ん
。
仰
向
約
は
、
当
事
者
向
士
の
会
窓

の
う
え
に
成
立
し
ゅ
ぷ
す
。

「
契
約
と
は
契
約
容
を
作
る
ゆ
}

と
」
と
思
い
込
ん
で
、
し
つ
こ
い
セ

;
ル
ス
?
ン
を
追
い
混
す
た
め
、

契
約
す
る
つ
も
り
が
全
く
な
い
の

に
「
災
い
ま
す
」
と
震
っ
た
り
す
る

ケ
i
ス
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
は
と
ん
で
も
な
い
間
逃
い
で

す
の
口
約
束
で
も
り
っ
ぱ
な
梨
約

入居轡

募集
〈
来
我
加
知
子
A
-
n口、

都
部
)
と
ロ
μ
努
特
例
都
県
営

住
宅
の
入
験
者
会
募
集
し
ま
す
o

v募
集
内
容
表
A
め
と
お
り

V
入
居
資
絡

む
市
営
住
宅
鋭
惑
は
闘
っ
て
い

る
市
内
在
住
・
在
勤
者
で
、
将
殿
も

し
く
詰
同
居
し
み
っ
と
す
る
親
践

が
い
る
方
。
た
だ
し
、

4
6
D
K以
下

の
住
宅
に
つ
い
て
は
、
部
議
以
上

の
労
性
、
部
歳
以
上
の
女
性
必
よ

ぴ
1
級
か
ら
4
級
の
身
体
障
答
者

手
繰
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
等

は
単
身
で
も
入
居
で
き
ま
す
。

窃
日
秀
特
別
m
県
営
住
場
住
宅
に

踊
っ
て
い
る
千
鶏
浪
内
に

6
か
月

以
上
居
住
し
て
い
る
方
で
、
同
居

も
し
く
は
同
居
し
ょ
、
っ
と
す
る
親

族
が
い
る
方
。

V
入
艦
資
搭
収
入
基
準
い
ず
れ

も
表

B
お
よ
ぴ
淡
C
の
と
お
り

V
募
集
綴
間

3
月
念
日

「
買
い

っ
た
刊
以
上
、
山
間
約
内
容
を
守
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
契
約
し
た
あ
と

で
、
気
が
変
わ
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
拠
約
を
取
り
や
め
た
り
、
一
方

的
に
山
内
務
の
斑
変
を
求
め
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
努
通
で

す。
契
約
を
す
る
と
冬
は
、
じ
っ
く

ま

な

と

き

に

必

要

が

な
け
れ
ば
新
混
と
し
て
綴
る
楽
勢

が
大
切
で
す
。

「
く
ら
し
の
一
息
知
識
」
よ
り

V
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
談
機

資
生
諮
問
悌

-IJ、

募集内容マ表A

十
月
半
ば
は
水
器
を
訪
れ
る

と
、
そ
の
ほ
と
り
は
薄
紫
色
の
清

3DK 

己主J I 所
得
税
申
告
裁
の
崎
、
え
(
議
務
教

脊
絡

γ
殺
で
眼
入
の
み
る
方
会

民
)
岳
災
貸
借
関
約
惜
械
の
写
じ
ま

た
は
就
迭
の
家
賃
の
領
収
識
の
移

し
窃
鑓
康
保
険
被
保
険
者
証
昏
そ

の
銭
的
叩
込
者
の
状
況
に
よ
り
各
糠

証
明
議
等

。
県
営
住
宅
入
国
梢
瀦
織
の
ほ
か

市
営
住
者
に
機
じ
ま
す
。

V
入
居
可
能
昆

楚
な
花
会
付
け
た
ヨ
メ
ナ
が
群
生

し
て
い
た
。

3
・
メ
ム
ナ
は
や
や
握
っ
た
沼
野
を

好
み
、
地
下
裟
で
鱗
附
加
す
る
。
ヨ
メ

ナ
の
花
を
一
っ
と
り
、
制
的
っ
て
み

る
と
、
沢
山
の
小
花
め
集
ま
り
で

み
る
こ
と
が
分
か
る
。

ょ
の
な

hwζ
引
材

「
嫁
茶
」
と
い
う
の
は
、
「
婿
楽
い

に
対
す
る
呼
び
名
で
、
「
州
側
築
」
と

で
キ
ク
の
こ
と
で
あ
る
。

V表8 給与所得者 i人の場合の学箆表(鶴年 1年障の総収入金額です〉

~I奇麗受注ぴ室長薬毅主主総冶 ι ム.1 ノι シ!ぶ!お ぶ ・ . '1 
人 4 人 1.5 人

月
1
目
、
日
秀
特
別
県
営
住
宅
・

4
月
中
旬

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

務
g
野
に
煙
立
つ
見
ゆ
を
と

め
ら
し
瀞
野
の
う
は
MAh
議
み

て
煮
ら
し
も

万
抑
制
終
巻
十
一
八
七
九

こ
の
歌
に
山
山
で
く
る
乙
女
ら
が

摘
ん
だ
「
う
は
ぎ
」
と
い
う
の
は

ヨ
メ
ナ
の
こ
と
ぞ
あ
る
の
務
先

摘
ん
だ
若
芽
は
寄
り
が
高
く
、

あ
く
も
背
総
も
な
く
、
一
け
も
の

や
ひ
た
し
も
の
は
よ
い
と
い
う
。

ヨ
メ
ナ
は
秋
に
な
っ
て
花
を

つ
け
る
ど
吋
例
制
強
い
と
時
ば
れ

る
。
野
備
は
紙
一
戸
め
ん
火
切
を
訴

「
野
捕
の
慕
μ

に
用
品
議
す
る
。

こ
の
小
説
的
野
総
は
、
ヨ
メ

ナ
又
は
ノ
コ
ン
ギ
ク
が
ふ
さ
わ

し
い
と
考
、
え
ら
れ
て
い
る
。

(
文
・
写
真
依
久
間
俊
行
〉

可F表C

控家

ゑ
線
杜
会
係
官
(
部
)
1
1
1
1

※
申
込
擦
は
館
一
生
課
お
よ
び
条
文

所
に
爵
窓
し
て
わ
り
ま
す
。
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平成ヰ年2舟T日現在 *世帯数39，出5t竺帯
人口121，983入 莞61，144人文部，839人
@市役所本庁 85-竹11 .市民寝室謹書館本館84一行犯 湖北台
@つくし野支所 84…8801 分館87-3055 布佐分館89-131'
@湖北台支所 88-0828 移動図護書館 87-0909
@湖化交所 88-2111 .都市改造琴務所由-1171
唱善幸容径三定所 89-2358 .身体葬祭喜怒寄宿社センター 88-0441
・教育餐E議会話一行日 @あらを意図 88-4188
@水道潟 84-0111 .つつじ怒 88-0123
@消 陪 議 84-0119 .生活潔策課〈浄化纏)87何2379
@少匁センター 84…1900 ゴミ)87-0015くし尿)88-2547
:.保健センター 87…竹計 @干行使南近隣センター 89-37必
;⑧市民会館 84-33竹 @天王台北近隣センター 82一部88
@中央公民総 82-0515 .板戸近綴センター 83…5363
@燃の博物館前一2212 善努事長センター寿83-7722 湖北
@市民体湾総 87-竹田 台88-9927 布佐89-1193

第3@J殺と子むよ忘れあい雛祭
、早春の野鳥観察グ

惨白善寺 3月刊5日〈自〉午前3時30

分から午後2時30分

ー砂場所 手賀沼局辺

炉定員 綾子20;沼〈先噛I!際・窯家主〉

炉申し込み‘問い合わせハガキ

:こ住民、氏名、学年、電話餐号、「野

潟護費察参加希議J と号尽記し数訴さ子

1684数寄姿員会社会教育課金(85)

竹51へ〈鶏天の場合市民会舘第6

会議案で内容を変更して祭潟〉

!ぉ弁当つく開講密会|
炉日鰐 31'ヨ2日〈月〉とに都知事警か
ら午後?碍〈天王台15近鱗センター〉

炉対象新中学生をお持ちのおffi

さん方〈先務100名、受務無料〉

砂申し込み，問い合わせ 認さきで

市民生活課消費生活係へ

万一ルスカウト|
六十臼棒銭入国J

P日時 2月238C白〉午前10時から

砂場所天志台北近隣セシター

砂対象忌新jJ噛 T年生CJコぎをさ持参〉

炉室較し込み・鰐い合わせ 笥きおか

ハ万キで濃北台却の6の8n(88)

9850中篤雲震予へ

!ニコニコ生き生き鵠葱室[
妙自程 31'ヨ5・13自〈金〉、 17・24
8C火〉午後?持30分から

険会犠中央公民館

炉対象的歳以上岳努役

炉定重要 ぞろ日とち28名く党務11慎〉

惨参加費 500f=g(エプロン持参〉

砂織し込み・鱒い合わせ 霊懇話で

社会簿祉協議会まま(84)1539

言語読悪霊「講演会J
炉日時 2J句作目〈月〉午闘うG持か

ら正午〈受講無料〉

がテーマ伺改「みんなで楽しく

1)ハピリテーションJ なのか

炉講聞大EE仁史氏〈伊受還餐病
院リハビリテーションセンター長〉

快会場，問い合わせ 身体灘警察審

議主ttセンターままく88)0141
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:爽書室?選議事助手iこ興味がありますか。
I ARE YOU II¥ITε汽ESγED
IN ANASSISγANT 
ENGlISHγEACHER'? 

格的在住の外潤人〈英語盤から

采られだ方〉で、爽諮鐙導部手!こ興

味ガある方iまご漆絡後。

炉対象 英語霊祭の閣から来られ芝

方で市内在住の外国人

シE慢し込み・問い合わ士主 八万キ

に伎所、氏名、努女錦、年齢そ明記

し我孫子治部教育祭喜議会指導隷

Weaγ母 lookingfor native 

Englishspealくer三 living in 

Abiko city to assist J apanese 

teachers of English at Abiko 

junior high schools. 

If you are interested in 

applying to become an AET， 

please send a postcard to 

Abiko City Board of Educa鳴

りonwith the following infor-

校lation:

①yourname， sex， age and 

address 

②Please send to Abiko City 

Board of Education Shidoka 

1684 Abiko， Abikoshi 270-11. 

湖北台譲援金援摘について;
湖北台球場を白・祭出及び呈淳朝

!こ使需しだい野球〈ソフト〉チーム

i誌、所定の慾鍛罵紙で2時23日

〈日〉までにE加し込んでくださし¥0

砂受語録湾紙.E告し込み 石井

まま(88)む釦9

関
欄

2
月

f992. 2. 16 (6) 

|固定資産鱗告畿の縦覧!
盤定資産課税台帳l志、認定資産

の状況、罰格帯撃が登録されており

これに纂づいて平成4$a霊の固定

資産税ガ決定されを表す。

平成ヰ年号月T日現在で土泡、

家屡等の溜定資産を所脅している

方iet、この機会iこ愛録内容の縫認

をしてください。

文、内容に不服のある場合は、縦

覧期鱒の初Bから来日後108まで

に文欝により固定資援欝覇警喜重量蚕

員会!こ密資の慢し出廷することガ

できます。

砂縦覧灘間 3月 18(巴〉から23

巴〈待〉ネ誇tJ8時30分から午後5H等

〈第 1. 3土際Eの午後、第2土濃

密、田健問、続告を除く〉

砂縦覧場所・問い合わせ隷税務

新木駅薦劉土地区覇整護事識のJ
事業計闘~撃をな係る綴範

土地区画室室理法第39条第2演の

規定にあいて準用する隙法第20条

第?演の祭主定により縦綴レ荻す。

この事業計闘の利害関鍔努で意

気のある方!み際法韓条第2演の

規定!こより2f.弓27臼から2湿鶏以

内と熊知警察!こ態奥畿唱を提出するこ

とガでをきさ安す。

砂縦覧期間 2 月号8昌~3 悶 3 日

〈午前8碍30分から午後5時〉
惨縦覧湯湾奇・問い合わせ 叡鑓慈

理霊祭怨(85)竹竹内線552

。社会稽役選葬祭纂金!こと今井繁美

奥様くと3秀〉からしめ縄喜怒務会での

務部総本し金5000問、改恋下チヨ織

のごj畿銀様(溜沈台〉から10方向の

寄{寸ガありましだ。

。めiぎえ鰐稔悶様と我務ミテキリス

ト教会教会学棋様からさ学者をつなぐ

畿の会(こと刊応用の容性ガありさ長

しだ。

げ法律相談=mE完綴喜楽室9:00から兜車駅沼王室き霊
州市民問審館本総体重苦

119 水"潟鮎繍銭=市民裕階∞O~15:00
y /.1' 布袋詰皇警客室宮本館休館

w年金相談話市民寺13~楽室10:∞-15:∞
にす健康相談出つつひ廷竹:00~12:00
wm祭器車窓鑓本慾手求書留

211金柑税務縛滋=市開締役5料開〈予約織の
よl.llL柑F務主義図書盤館本館休館

日也市役所関jずくーおの施設は除く〉
『市民殴怒総本護憲休館

25 悼法律相設部市民榔器:00から嫡協程度
火ド槻料金納入鰍需給G鵬酎
Qrつつじ荘休館 市街民図書館本総体重富

26水

27本

"'"津尊重量生活稽談=mE義者自獄窓10:∞~符:∞
cr).iJレコール家族毅雲間災受台湾王手費節3:30-.16:00
<r市E悪霊祭警察童書<JS:~宮休館

使F市民図書書館本縁体重重

28金!こ欝喜議韓関限立口座締臼

|臨時総食調理員
炉内容学校給食業務〈月切目的〉

炉劉務時間 学校始業詩から午後

4時30分(8薬会51叩円〉

t-定爽 40議室長での憾療でf2J3るい

方〈若ヱド名〉

T-$し込み・問い合わせ綴歴謬

iこ必要事瑛を顎記し、 3舟 58

〈木〉君愛でiこ我孫子1684教湾委察会

学桜毅湾隷保鑓給食係まま〈笛)1151

l市消費生活モニター|
惨応募資格市内在住の20綴以上

の女性20名

b任期 4月からの2:[手習

b餓務 小売{邸格の鵠斎及び報

告、各機講座、研修会への出席容が

炉串し込み・題い合わせハガキ

Jこi法所、氏名、年齢、電話怒号診夜明

記し、2月28出〈金〉荻で{こ市民生活

諜へC怒訪でのさ努し込みもできさ告す〉

i柴時少年剣友会会員!
砂練習日岱週土曜8午後3時30

分から6時〈我孫子警察響灘場〉

険対象新小学3年から6$

併会費用句邸内〈先議20名〉

炉室告し込み・問い合わぜ 往復ハ

ガキiこ住所、氏名、年齢、学年、保

護者名、電話番号号、「剣道Jと騎詑

し、 2時29自〈こりまでに柴轡904の

号数孫子警察署警防dB課怨(82)0110

Fも綴260へ

些時停裏道クラブ員
易額童書自 窃週火際午後6時から

8鶴、密i週土際午後2詩30分から

ヰ時30分〈我孫子警護欝客道場〉

険対象 IJ ¥・中学生〈先議20名〉

惨会費用知的再

炉事し込み・問い合わせ在後ハ

ガキに住所、氏名、年齢、学鋭、保

議者名、電話慾努、「柔道Jと開きと

し、柴崎おヰのマ我源子警察著書防犯

課霊堂(82)0110内線260ヘ

お詫びと訂正
2 月 18~6 窃の親子スキ

ー教室設的記事中、中学生以上

3万部とあるのは3753000円

お詫びしてき7正


